
本日はお忙しい中、ご参加頂きまして
誠にありがとうございます。
ただいまより、
TBSホールディングスの
2024年度決算説明会を開催いたします。
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本日のスケジュールです。
まず、
TBSグループの「決算内容・業績見通し・株主還元」について
常務取締役CFOの玄馬（げんば）より、

「中期経営計画2026の進捗」について
代表取締役社長の阿部（あべ）より、

続いて、
「コンテンツの拡張（タイムレスバリュー）」について
代表取締役副社長の龍宝（りゅうほう）より、ご説明いたします。

そのあと
皆様からのご質問には、
役員一同で回答する時間をとっております。
この機会にぜひ、ご質問ください。





（玄馬常務取締役）
玄馬でございます。よろしくお願いいたします。

まず、2024年度の連結決算は、
連結売上高が過去最高となる4,067億円で123億円の増収。
営業利益が194億円、42億円の増益でした。
メディア・コンテンツ事業セグメントは、
TBSテレビのスポット収入、配信広告収入が牽引して増収増益。
ライフスタイル事業セグメントは、
増収ながら「のれん」などの影響で減益。
不動産・その他事業セグメントは、増収増益です。
詳細につきましては、「決算資料」でご確認ください。
続いて、2025年度の連結業績予想は、
182億円の増収、20億円の営業増益を見込んでいます。
メディア・コンテンツは、
TBSテレビの放送収入、配信広告収入の伸長のみならず、
グループ各社において新規IP関連、
LTVによる拡張も意識した映画やアニメなどが貢献して、
増収増益の予想。
ライフスタイルでは、
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スタイリングライフ グループとやる気スイッチグループが
ともに顧客数、生徒数などを伸ばす一方、
新たな施策も交えて増収増益を予想しています。
不動産・その他事業は、
保有不動産の修繕費等の増加が見込まれるため、増収減益です。
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配当予想について、
2024年度は3月に開示しましたように
24円増配となる年間配当68円、期末配当41円を予定しています。
2025年度の配当は
「TBSグループ中期経営計画2026」で目処としてお示しした、
特殊な要因を除いた配当性向40%に従い、
さらに2円増配となる、
中間配当35円、期末配当35円、年間配当70円の予想です。
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最後に昨日、開示しましたとおり、
5月から11月の間に500万株、または250億円を上限として
自己株式を取得いたします。
「中計2026」で掲げていますよう、
機動的な自己株式取得をはじめとする規律ある財務戦略、
そして持続可能な成長を通じた
中長期的な企業価値向上の実現を通して、
株主の皆さまへの利益還元をさらに充実させていきます。

私からの説明は以上です。
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（阿部代表取締役）
阿部でございます。
それでは、中計2026の進捗状況について、ご説明します。
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10ページをご覧ください。

先ほど玄馬からもあった通り、
2024年度は売上、営業利益ともに、
2023年度実績、期初の予想を大きく上回り、着地致しました。

2025年度も増収増益を予想しており、
中計2026の確実な達成に向けて順調に推移しています。
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11ページにお進みください。
中計2026では、
資本効率を意識した経営を推進すべく、
ROICを経営指標に設定し、
2026年度までに3.3%、
2030年度までに5%を達成することを目標に掲げていますが、
計画通りに推移しております。
引き続き、資本効率の改善を進めていきます。

また、TBSホールディングスでは現在、
「メディア・コンテンツ」、「ライフスタイル」、「不動産・その他」の
３つのセグメントで指標を管理しておりますが、
成長ナラティブとセグメントの関係をより明確にするため、
次期中計に向けてセグメントの見直しに着手しています。
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12ページ、中計2026で掲げた
キャピタル・アロケーションの進捗状況をご覧ください。
「負債調達」については、2024年９月に
サステナビリティ・ファイナンス・フレームワークを策定し、
赤坂二丁目・六丁目地区開発計画に
総額700億円の借入を実施する旨を発表しました。
今後も負債調達を積極的に検討し、資本効率の改善に取り組みます。
「投資有価証券の売却」については、
コーポレートガバナンス・コードの遵守、成長戦略投資の原資確保、
及び、資本効率の改善に向けて政策保有株式の売却を進めており、
2024年度は総額396億円分を売却しました。
今年度についても、既に135億円分の売却を完了しています。
「成長投資」については、後ほどトピックスをご紹介します。
「株主還元」については、先ほどご説明した通りですが、
ステークホルダの皆さまへの利益還元や資本効率も勘案しながら
中計2026でお約束した数字をミニマムコミットとして、
それを上回るべく実施してまいります。
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15ページをご覧ください。
中計2026では、
「コンテンツIPにレバレッジを掛け、EDGEの成長を加速」
する方針を打ち出しましたが、
これを実現するために、どのような取り組みを
しているのかを具体的にご紹介します。
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16ページをご覧ください。

昨日開示した通り、
「コンテンツIPの獲得及びマネタイズを目的とした新会社」
の設立を決定しました。

投資枠として300億円を設定し、
第一弾として、Z世代向けIPである
マリマリマリー、ヒューマンバグ大学、トクサンTVなどを生み出してきた
株式会社ケイコンテンツに出資を行い、
子会社として迎える運びとなりました。
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続いて、TBSホールディングスでは、
グローバルビジネスの推進にあたり、
ブランドパーパスを制定しました。こちらです。

Inspiring Global Love for Japan through Timeless Moments.

このブランドパーパスには、
時を超えて心を動かす”ときめくとき”をお届けすることで、
世界中の人たちに日本のことをもっと好きになってもらいたい
という意味が込められています。
この想いに基づき、
戦略拠点を設置した北米、韓国で
様々な施策を推進しています。
17ページをご覧ください。
北米、韓国ともに現地のパートナーなどと連携し、
TBS由来のコンテンツIPを活用した
フォーマット開発などに取り組んでいます。
また、韓国では、
戦略的パートナーシップ協定を締結している
CJ ENMグループのSTUDIO DRAGONと
7月から放送予定の火曜ドラマ「初恋DOGs」を共同制作し、
日本国内で放送するとともに、
U-NEXTやU-NEXT経由でMax（マックス）での
海外配信を予定しています。
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18ページにお進みください。

グローバル水準の
配信コンテンツを制作・配信することを目的として
設立したTHE SEVENですが、
現在順調に受注、制作が推移しております。

売上が立つタイミングは、
以前お伝えしたものより若干遅れておりますが、
2026年度には
100億円を超える売上が立つ見込みとなっています。
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続いて、赤坂二丁目・六丁目地区開発計画に関して、
19ページをご覧ください。

2028年の竣工を目指して、
テナントの招致を進めております。

この度、ホテルに関して、
世界13の国と地域で40以上のホテルを展開しているヒルトンの
ライフスタイルブランド「キャノピー by ヒルトン」が、
関東に初進出することが決まりました。

下層階には、劇場やホールの整備も予定しており、
より重層的なエンタテインメントの発信拠点化に向けた
取り組みを推進してまいります。
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20ページをご覧ください。
TBSホールディングスでは、
VISION2030で知育・教育事業への進出を打ち出して以来、
2023年にやる気スイッチグループホールディングスが
グループの一員になるなど、
積極的に事業拡大に取り組んでいます。
そうした中、
よりTBSの強みを活かした形での知育・教育事業を展開すべく、
エデュテインメント事業を立ち上げることにしました。
エデュテインメントとは、
エデュケーションとエンタテインメントを掛け合わせたもので、
すべての人々が自ら進んで、楽しく学びたくなる
「探究型の知育・教育サービス」を念頭に置いています。
このサービスを実現するため、
NHKエデュケーショナルの代表取締役社長を務めた
熊埜御堂朋子（くまのみどう・ともこ）氏を
事業責任者として招聘しました。
今後は、外部のパートナーとも連携しながら、
100億円以上の規模の投資を行い、事業化を進め、
2030年には当社の知育・教育事業を
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現在の250億円規模から400億円規模まで拡大します。
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21ページからはESG戦略の進捗となります。

まず、先日、4月24日に開示した
買収提案への対応方針及び
外国人に対する配当方針の変更についてです。

買収提案への対応方針については、
有効期限を従来の３年間から１年間に短縮し、
今後もステークホルダーの皆さまとの対話、
及び、社内外の経営環境などを踏まえ、不断の検討を行い、
然るべき時期に本プランが不要との判断に至った場合には
速やかに対応していきます。

また、外国人に対する配当については、
当社が今後グローバルビジネスに力を入れていくことを踏まえ、
当社株式の投資魅力を高めるため、
株主名簿への記載などを制限された
外国人が有する株式についても
配当支払の対象とするべく方針を変更しました。
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22ページをご覧ください。

中計2026で掲げた「創る」と「拡げる」の両利き人材を育成するため、
社内外で多様な学びの場を提供するとともに、
キャリア人材の積極的な採用、人材交流等を行っています。

また、ダイバーシティを推進し、多様な人材の活躍を促すため、
女性管理職の登用を積極的に行ってます。
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また、23ページに記載の通り、
当社では従業員の健康管理を重要な経営課題として位置付け、
安全で働きがいがあり、創造性を発揮できる職場づくりを目指し、
様々な施策を実施していますが、
こうした取り組みが評価され、
民放キー局の中で唯一、かつ2年連続、
健康経営優良法人の大規模法人部門において、
ホワイト500に認定されました。
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最後に24ページをご覧ください。

TBSグループは、放送事業者として、
赤坂を拠点に、正確な情報と良質なコンテンツを提供することで、
日本の探究的、情操的な文化形成に寄与してまいりました。

こうした社会的使命の中で、
赤坂をクリエイティブの街に昇華させ、
クリエイティブ体験の格差の是正及びクリエイター人材育成支援に
取り組んでまいります。

多様な価値観が尊重され、
希望にあふれる社会の実現に貢献することを目的として、
一般財団法人赤坂クリエイティブ財団を設立します。

私からの説明は以上です。
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（龍宝代表取締役副社長）
龍宝でございます。
私からは、放送コンテンツの拡張、タイムレスバリューについて
ご説明いたします。
26ページをご覧ください。
まず、最初に、TBSテレビの放送収入および配信広告収入の
実績と目標について触れておきます。
2024年度の放送収入はスポットを中心にプラス2.7%の増収となりました。
2025年度の予想は大型単発番組の編成が多いのでタイムで6.9％増。
その分、スポットは枠の影響をうけるのでマイナスの見込みで、
全体では2.5%の増収を見込んでおります。
配信広告収入は、
24年度は好調なドラマやバラエティの配信数の増加の影響で、
プラス46.2%の大きな増収となりました。
2025年度も約20%の成長を見込んでおります。
電通の「日本の広告費」によりますと、
2024年暦年の地上波テレビ広告は、
ダウントレンドから上昇に転じています。
広告主の皆様と直接お話している中でも、
地上波の持つマスへのリーチ力や効率性、ブランディング向上への効果が、
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改めて見直されていると実感しております。
但し、増収を見込む理由は外部要因だけではありません。
内部要因として、
視聴率指標「LTV4-59」で成果が出ていることが好影響を与えています。
次のページをご覧ください。
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昨年の10月から、当社では男女4歳から59歳の
「ビジネスで影響度の高い層」の視聴率を上げていくことを目標に掲げました。
その結果、この層のPUTが減少する中、
TBSテレビは民放キー局の中で唯一、視聴率を向上させることができました。
さらにそのうえで、
こちらに記載したような好調な番組やドラマなどの過去作品が、
タイムレスバリューを生みだして、コンテンツの価値を拡張してきています。
広告付き配信では、
再生回数No1バラエティである「水曜日のダウンタウン」などがけん引し、
TVerでの三冠を達成。
有料配信では、
提携しているU-NEXTが、
ユーザー数466万と国内で圧倒的なTOPの位置を確保するのに
当社のコンテンツが大きく貢献している上、
NETFLIXでも、数多くのコンテンツを発信して、
特に海外展開で手ごたえを感じております。
また、映画では、「ラストマイル」や「グランメゾン・パリ」など
大ヒットドラマから派生した映画が成功しており、
今年度もさらに拡充していきます。
イベントでは、音楽番組を起点としたフェスの開催など、
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自社番組で発生したファンダムによるイベント化が人気を博しております。
このように、良質なコンテンツを生み出し、拡張させ、
多角的に収益を最大化させる施策を推進して行きます。

私からの説明は以上です。
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